
1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

発行日：

改定日：

株式会社播水

2021年度  環境経営レポート
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２．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

３．二酸化炭素排出量の削減を推進します（電力、ガソリン、軽油）。
　　　　　　　
４．廃棄物の削減を推進します。

５．建設リサイクル、再生資源の利用を推進します。

６．水道水使用量の削減を推進します。

７．化学物質の適正管理を推進します。

８．グリーン購入を推進します（再生資源の利用）。

９．環境に配慮した施工を推進します。

10．本方針を全従業員に周知徹底します。

制定日：

改定日：

Ⅰ．環境経営方針

株式会社播水

環境経営方針

　当社は、土木工事、給排水衛生設備工事各事業分野において、地球環境の保全のため
に、環境負荷の一層の低減を図るべく、全社一丸となって、自主的・積極的に環境への取
組を推進します。

１．環境経営システムの継続的改善を推進します。

2018年06月01日

2019年10月21日

代表取締役社長　澤田　雅一
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Ⅱ．組織の概要

（１） 名称及び代表者名
株式会社播水
代表取締役社長　澤田　雅一

（２） 所在地
本　社　　　〒670-0952　兵庫県姫路市南条2丁目50番地　

（３） 環境管理責任者及び担当者の氏名と連絡先

E-Mail：yamamoto@bansui-s.com

（４） 事業内容

建設業の種類：土木工事業、管工事業
許可番号：兵庫県知事（特-2）第456698号、許可の有効期間：令和2年8月28日～令和7年8月27日

（５） 事業の規模
設　立　　　　昭和46（1971）年4月29日
資本金　　　　20百万円
工事完成高　　350百万円（2021年度）　　　　　　　　
従業員数　　　11名　　　　　　　　
延べ床面積　　251㎡　　　　　　　　

（６） 事業年度 ６月～翌年５月

Ⅲ．認証・登録の対象範囲

登録組織名： 株式会社播水
対象事業所： 本社
対象外： なし
活動： 土木工事業、給排水衛生設備工事業

責任者　　　　工事部部長 　　新屋　和夫　　TEL:079-284-2827　
担当者　　　　営業部　　　　山本　和肖　　FAX:079-284-2824

土木工事業、給排水衛生設備工事業



4

Ⅳ．環境経営システム組織及び役割・責任・権限

　 　

営業部

環境管理責任者

代表取締役社長

環境事務局

事務部門 工事部

建設現場

 

・建設現場での問題点の発見、是正・予防処置の実施

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

工事責任者 ・建設現場における環境経営システムの実施
（工事代理人） ・工事担当者及び協力会社員に対する教育訓練の実施

・建設現場の環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・緊急事態対応訓練の実施、記録の作成

・特定された項目の運用管理
・緊急事態対応手順のテスト、訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正・予防処置の実施

・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐
部門長 ・自部門における環境経営システムの実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括
・環境活動の取組結果を代表者へ報告

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し・指示を実施
・環境経営レポートの承認

・環境管理責任者を任命
・経営における課題とチャンスの明確化
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

役割・責任・権限
代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
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Ⅴ．主な環境負荷の実績

単位
2019年度
基準年度

2020年度 2021年度

kg-CO2 55,484 51,897 54,387
ｋWh 11,308 10,207 10,960
L 14,350 14,059 14,047
L 7,194 6,201 7,084
kg 12 12 12
t 86.7 86.7 86.3

t 1.7 1.7 1.3
t 85.0 85 85
㎥ 79 79 78
kg 96 96 96

Ⅵ．環境経営目標及びその実績

（１）中期目標

kg-CO2 55,484 54,930 54,375 53,820 53,265
対基準 △１% △２% △３% △４%
kWh 11,308 11,195 11,082 10,969 10,856

kg-CO2 3,596 3,560 3,524 3,488 3,452
対基準 △１% △２% △３% △４%

L 14,350 14,207 14,063 13,920 13,776
kg-CO2 33,292 32,959 32,626 32,293 31,960
対基準 △１% △２% △３% △４%

L 7,194 7,122 7,050 6,978 6,906
kg-CO2 18,561 18,375 18,189 18,004 17,818
対基準 △１% △２% △３% △４%

kg 1,700 1,683 1,666 1,649 1,632
対基準 △１% △２% △３% △４%

－ 適正管理

％ 81.0 81.8 82.6 83.4 84.2

　の向上 対基準 ＋1% ＋2% ＋3% ＋4%
㎥ 79.0 78.2 77.4 76.6 75.8

対基準 △１% △２% △３% △４%
－ 適正管理

ｔ 262

対基準
－ 実績不明 実態調査

注2）ＬＰＧ使用量は、微量のため目標に設定しない。
注3）基準年度における建設リサイクル率＝再資源化量94t／建設廃棄物総量119t

項　目

二酸化炭素排出量
　電力使用量
　ガソリン使用量
　軽油使用量
　LPG使用量
廃棄物排出量
　一般廃棄物
　産業廃棄物
水道水使用量
化学物質

　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2019年度
基準年度

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

Ⅰ．二酸化炭素
　　排出量削減
　電力使用量削減

　ガソリン
　　使用量削減

　軽油
　　使用量削減

Ⅱ．廃棄物排出量
　一般廃棄物
　　　削減
　産業廃棄物
　　　適正管理

適正管理
※工事内容により量が変わるため適正管理とする

建設リサイクル率

Ⅲ．水使用量
　　削減
Ⅳ.化学物質 適正管理

　　　適正管理 ※排水接着剤等を使用。削減出来ないため適正管理とする

Ⅴ.グリーン購入 再生資源の積極使用

（再生資源の利用）
Ⅵ.環境に配慮した 環境配慮施工の推進

　施工の推進
注1）電力の二酸化炭素排出量への排出係数は、関西電力（株）2019年度実績値の
    調整後係数 0.318kg-CO2/kWh を使用。
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（２）2021年度の実績

基準値 目標 実績 達成度 評価
kg-CO2 55,484 54,375 54,387 99.98% △

対基準 △2% △2.0％
kWh 11,308 11,082 10,960 101% ○

kg-CO2 3,596 3,524 3,485
対基準 △2% △3.1％

L 14,350 14,063 14,047 100% ○
kg-CO2 33,292 32,626 32,589
対基準 △2% △2.1％

L 7,194 7,050 7,084 99% △
kg-CO2 18,561 18,189 18,277
対基準 △2% △1.5％

kg 1,700 1,666 1,277 130% ○

対基準 △2% △24.9％
－ 適正管理 適正管理 適正管理 100% ○

％ 81.0 82.6 72.2 87% ×
　の向上 対基準 ＋2% △10.9%

㎥ 79.0 77.4 78.0 99% △

対基準 △2% △1.3％
－ 適正管理 適正管理 適正管理 100% ○

ｔ 262 積極使用 271 100% ○

対基準
－ 実績不明 実態調査 環境配慮 － ○

対基準

2021年度における建設リサイクル率＝再資源化量64t／建設廃棄物総量85t

　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2019年度
2021年度における実績

2021年度（2021年6月～2022年5月）

Ⅰ．二酸化炭素
　　排出量削減
　電力使用量削減

　ガソリン
　　使用量削減

　軽油
　　使用量削減

Ⅱ．廃棄物排出量
　一般廃棄物
　　　削減

　産業廃棄物
　　　適正管理
建設リサイクル率

Ⅲ．水使用量
　　削減
Ⅳ.化学物質
　　　適正管理
Ⅴ.グリーン購入
（再生資源の利用）

Ⅵ.環境に配慮した
　施工の推進

注1) 達成度欄にて、削減を目指す場合は、達成度＝目標÷実績×100％、増加を目指す場合
は、達成度＝実績÷目標×100％

注2) 評価欄　○：達成（100％以上）、△：やや未達成（100％未満～96％）、×：未達成（96％未満）

注3)

注4) 当社における環境に配慮した施工とは、工事現場の３Ｓ、工期の厳守、エコ建材の積
極使用、騒音対策の徹底、円滑な交通の確保、道路汚れの防止、エコドライブの励行
など。
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Ⅶ．環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

◎よくできた　○まずまずできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

（目標やや未達成）

（目標達成）

△

◎ 頻繁に使用する部屋に設置できた。
○ 階段での消し忘れなど、不要照明の消灯を徹底する。
○

（目標達成）

○ もっと意識をしエコドライブを実行する。
○ 普段より安全運転に注意しているのでまずまずできた。
○

（目標やや未達成）

○ もっと意識をしエコドライブを実行する。
○ 普段より安全運転に注意しているのでまずまずできた。
○

○ 昨年11月からの運用であるが、概ね出来た。
○ 上記と同じ

今後も正確な排出量を把握しながら、削減に努める。

○ 正確な排出量を把握する工夫をする。
○ 分別ができ、状態が把握できるようになった。
○ 設置済みである。

今後も実態調査を継続しながら、削減に努める。

○

○

（目標やや未達成）

○
○ 簡単なポスター等を掲示した結果、意識が向上した。

○

○

次年度も、左記取組を継続する。

○ 全現場にて実施。指導する。
次年度も、左記取組を継続する。

○

○
次年度も、左記取組を継続する。

取り組み計画 評価結果と次年度の取組内容

二酸化炭素排出量の削減
（下記の通り） （下記の通り）

電力使用量の削減
・空調温度の適正化
（冷房28℃暖房20℃）

一部でクールビズも導入した。もっと多くの工夫を採り入
れ、次回に向け対策を考える。

・サーキュレーターの設置
・不要照明の消灯
・設備の空運転禁止 昼休みなど長時間不使用時には対応できたが、今後は、

もっとこまめに入・切の操作をする。
ガソリン使用量の削減

・アイドリングストップ
・急加速・急停車の防止
・効率的な移動 もっと無駄を省く計画性が必要と思われる。

次年度も、左記取組を継続する。

軽油使用量の削減

・重機の空ふかしの禁止
・アイドリングストップ
・空気圧、オイル等の点検 しっかりと点検出来ている

次年度も、左記取組を継続する。

一般廃棄物の削減 （目標達成）

・実態調査
・分別の徹底

産業廃棄物の適正管理 （目標達成：適正管理）

・実態調査
・素材ボックスの設置
・保管場所の掲示板を設置

建設リサイクル率の向上 （目標未達成）
・分別によるリサイクル推進 目標やや未達成。分別はできていたが、混合物の割合が高

かった。次年度以降の達成に期待したい。

・仮設資材の再利用の推進 やれることは出来ている。
次年度も、左記取組を継続する。

水使用量の削減

・節水の周知徹底 節水の呼びかけにより達成できたが、より徹底をはかる。
・節水シールの貼付とポスター掲示

・清掃時・手洗い時の節水 より多くの工夫ができるようにする。
次年度も、左記取組を継続する。

化学物質の適正管理 （目標達成：適正管理）

・化学物質の成分や過去の使用量
　実績など調査し、目標を定める

在庫を出来るだけ置かないように指示する。

グリーン購入の推進（再生資源の利用） （目標達成：積極使用）

・再生砕石の使用促進

環境に配慮した施工の推進 （目標達成：環境配慮施工の実施）

・工事分野別の技術・ノウハウ
　の収集

各種工事分野の環境配慮工法について調査を実施。
引き続き継続する。

・環境配慮施工の推進 可能な限り環境に配慮した施工を実施した。
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Ⅷ．環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。
遵守評価

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

Ⅸ．代表者による全体の評価と見直し・指示

2022年　９月　1日
代表取締役社長　　澤田　雅一

適用される法規制 遵守する事項
廃棄物処理法 保管基準の遵守、収集運搬・処分業者との適正な契約、マニフェスト

の交付・保存・確認・交付状況等報告書の提出
建設リサイクル法 特定建設資材廃棄物の再資源化義務

建設業の再生資源利用省令 再生資源、建設工事副産物の再利用
再生資源利用計画書、実施記録の作成

自動車ＮＯｘ・ＰＭ法 規制対象車両の登録禁止
規制対象車両の指定地域通行禁止

騒音規制法 特定建設作業の届出、規制基準の遵守

振動規制法 特定建設作業の届出、規制基準の遵守

オフロード法 基準に適合した特定特殊自動車の使用

低騒音・低振動型建設機械
の規程

低騒音・低振動型建設機械の使用の促進

消防法 消火設備・火災警報設備の点検整備

フロン排出抑制法 フロン類使用機器の定期点検と記録、漏洩防止、廃棄時の適切な処理

　当社は、良い地球環境や自然環境を次世代に残すための取り組みの大切さを社員全員が認識し、エコ
アクション21に取り組んで来ました。一般社員の意識の高さは顕著であるといえます｡
　節電、節水、エコドライブなどの省エネについては、取り組みを始めた当初より目標値が高くなりつ
つありより一層努力をして行く必要があります。また、３Ｒなどの無駄をなくす取り組みは、社内活動
として定着して来ており、今後は更なる啓発活動を行い、全社員への徹底を図って行く必要がありま
す。
　全体的には、非常に厳しい経済状況の中、投資をなるべく抑えて、目標を設定して実行し、目標を達
成して来たことは、非常に評価出来ると考えます。
　１．環境経営方針については、特に変更の必要はなく今後も継続します。
　２．環境経営目標についても変更はありません。今年度の数値目標を達成できるように日々の
　　　行動を心掛けます。
　３．環境経営計画については、今年度計画を新たに策定し新しい目標に向かって進むことになりま
す。
　　　削減目標の達成が毎年厳しくなってくる中、新たな施策を常に考え更新していきます。
　４．実施体制については、特に変更の必要はなく今後も継続します。

　環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、いずれも遵守されていることを確認しました。なお、環境法規
制等への違反、訴訟、環境上の苦情等も過去３年間ありませんでした。関係当局からの違反等の指摘もありま
せんでした。
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